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大阪湾における反射法深部構造探査
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structure in the Osaka Bay area. Bull. Geol. Surv. Japan, vol. 49 (11), p. 571-590, 10 figs., 1 table. 

Abstract: On January 17, 1995 the Kinki district, southwest Japan, was struck by a disastrous 
earthquake of magnitude 7.2, named as the 1995 Hyogo-ken Nanbu Earthquake. Around the 
epicentral region, no large earthquake had occurred since 1596 earthquake of magnitude 7.5. 
Geolog1cally, however, it is well known that many active or inactive faults are densely distributed 
around this region. The basement structure in this region shows the following zonal arrangement 
from north to south: the Tanba zone (Paleozoic-Mesozoic sedimentary rocks), the Ryoke zone 
(Cretaceous gneissose granitic rocks), the Izumi zone (upper Cretaceous sedimentary rocks), the 
Median Tectonic Line, and the Sanbagawa zone (Jurassic-Cretaceous crystalline schists). The zonal 
arrangement was severely disturbed by late Cretaceous acidic volcanic activities, later granitic 
intrusions, and neotectonic activities. Such activities produced the complex geological setting: 
Rokko Mountains and A waji Island have been uplifting and Osaka Bay has been subsiding. The 
uplifting areas mainly consist of late Cretaceous granitic rocks. Cretaceous acidic pyroclastic rocks 
are distributed in the mountainous region to the north of Rokko Mountains. These basement rocks 
are partly covered by the Kobe Group (Paleogene sediments) and the Iwaya Formation (early 
Miocene-middle Miocene sediments). The Osaka Group (Pliocene-Pleistocene soft sediments) is 
thickly distributed in the Osaka Bay and adjacent areas. 
In order to clarify deep structures of this geologically complex region, we conducted seismic 
surveys along 12 survey lines on land, in shallow water, and at sea which are about 260km long in 
total. In this paper we discuss the results of six survey lines located in the Osaka Bay area. Sources 
used were two airguns of about totally 700in3 (about 111, or 1.1 X 10-2mりatthe pressure of 1800psi 
(about 120atm, or 1.2 X 107Pa). Receivers were 48-channel streamer cables of 12.5m interval. Sources 

were shot at standard intervals of 25m. Common-mid points were set at 12.5m intervals. The 
standard CMP fold number was 24. This region is one of the largest economical centers in Japan, 
and therefore many types of ships and boats are sailing densely. We had to use short streamer 
cables, which mean small number of channels or CMP folds. The lack of CMP folds sometimes 
cannot suppress many types of multiples in a seismic section. 
After overcoming many types of difficulties and applying many noise-suppression methods, we 
could get relatively clear images. The processing results indicate: 1) The basement depth of the 
Osaka Bay is deeper than 3000m at the eastern side of the Osaka-wan Fault. 2) The eastern part of 
the basement is monoclinically declined to the northwest. 3) There are a few inactive faults in the 
eastern part of the Osaka Bay, while there are many reverse faults in the western part. 4) Almost 
all of these faults in the western part extend to near surface or are accompanied by flexures in the 
Osaka Group and overlying layers, and they are considered to be active faults. 5) The Osaka-wan 
Fault extends to the northeast, and branches off in three directions. One of them is the Wada-misaki 
Fault, which may extend to the Kobe city area, and others to the north of the Rokko Island. 6) The 
Osaka-wan Fault produces a large vertical displacement in the basement which is more .than 1000m 
at the midst of the Osaka Bay. 7) The vertical component of its average slip rate is about 0.5-0.6m/ 
ky and is nearly constant since lMa. 8) The total length of the Osaka-wan Fault may reach to 40km. 
9) The extension of the Suma Fault has been found at the mouth of Akashi Strait. 10) The extension 
of the Kariya Fault and two other new reverse faults have been found between Awaji Island and the 
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Osaka-wan Fault. The two new faults make a depression zone along the Awaji Island. 11) As the 
regional stress in this area is of E-W compression, these faults may have large strike-slip compo-
nents which cannot be estimated from seismic sections only. Particularly the Osaka-wan Fault may 
have the degree A of fault activity in consideration to its strike-slip component. 12) There are many 
faults off the east coast of the central Awaji Island. Their continuities are not known. 13) There is 
a small sedimentary basin surrounded by faults to the east of Tsuna-cho. 14) The basement rock 
around the southern coast of the Osaka Bay may be different from the granites in the northern part. 
15) The Median Tectonic Line (MTL) has been clearly imaged in the south of Kitan Strait. 16) A 
synclinal structure of the Izumi Group has also been imaged in the north of the MTL. 17) There is 
no notable active fault in the south of the MTL. 

要 旨

1995年1月17日に明石海峡周辺で発生した兵庫県南

部地震は近年まれに見る甚大な被害をもたらした。我々

は当地域周辺の地下深部構造を解明するため，陸域・浅

海域。海域にまたがる 12の測線において，反射法地震

探査を実施した。本論文ではこのうちの大阪湾における

6測線の探査結果について詳述する。使用した震源は 2

機のエアガンで，その容量は計700in3 (約111;1.1 X 

10-2面），圧力は 1800psi (約 120気圧：約 1.2X 107Pa) 

である。受振器は 12.5m間隔の 48チャンネルのスト

リーマーを使用した。発震間隔は標準25mである。

CMP間隔は 12.5mとした。標準CMP重合数は 24で

ある。探査結果をまとめると以下のようになる。 1)大阪

湾の基盤深度は，大阪湾断層の東側で3000mを超える。
2)大阪湾断層以東では，北西に緩やかに傾斜する単斜構

造を呈する。 3)大阪湾断層以東では，小規模な古い断層

がわずかに存在するだけであるが，大阪湾断層以西では，

多くの逆断層が存在している。 4)大阪湾断層以西の諸断

層は，地表近くまで達しているか，あるいは地表付近に

まで撓曲を引き起こしていることから，多くのものが活

断層であると考えられる。 5)大阪湾断層は北東方向へ延

び，和田岬沖において 3つに分岐し，ひとつは和田岬断

層に，他は六甲アイランド方面へと続く。 6)大阪湾断層

は，大阪湾中部において 1000m以上の落差を有する。

六甲アイランド付近より北では，その基盤落差は小さく

なり，大阪層群に大きな変形は与えていない。 7)大阪湾

断層の一部は過去lMaの間0.5-0.6m/kyというほぼ

一定の平均変位速度（鉛直成分）を有している.8)大阪湾

断層はその総延長が40kmにも及ぶ長大な断層あるい

は断層帯である。 9)明石海峡の入口に須磨断層の延長部

が認められる。 10)淡路島と大阪湾断層との間に，仮屋

断層の延長部と二つの新しい逆断層が発見された。この

新断層により，淡路島沿いに沈降帯が生じている。 11)

広域的な応力場は東西圧縮であるため，これら諸断層は

大きな水平成分を有するものと考えられる。特に大阪湾

断層の一部は，水平成分を考慮するとA級の活動度を有

することになる可能性がある。 12)淡路島中部の東方沖

には多くの断層が存在する。ただしその連続性は不明で

ある。 13)津名町の東方に，断層で囲まれた小さな堆積

盆が存在する。 14)大阪湾の南岸付近の基盤は，北部の

花岡岩類とは異なるものである可能性がある。 15)紀淡

海峡の南に明瞭な中央構造線(MTL)が認められる。 16)

MTLのすぐ北に和泉層群の向斜構造が認められる。

17)MTLの南側には活断層は認められない。

1. はじめに

1995年1月17日に明石海峡周辺で発生した兵庫県南

部地震は近年まれに見る甚大な被害をもたらした。兵庫

県南部地震を引き起こした活断層を含む六甲。有馬—高

槻断層系およびその周辺地域は，広域的に見れば瀬戸内

剪断帯とでも言うべき（佃， 1992),変形集中域内にある。

この広域的な変形構造を知ることは，当該断層系および

その周辺地域の活動史の解明において本質的な重要性を

有している。

当地域の断層は基盤露出部において，地質調査により

良くトレースされているものの，その理解は表層にとど

まっており，地下深部でのこれら断層の形状に関する情

報はきわめて乏しい状況である。一方潜在的な断層の存

在が想定される，沖積層分布域・海陸境界部・海域など

の堆積物に覆われた部分においても，基盤の状況は十分

に把握されるに到っていない。近年，六甲アイランド，

ポートアイランドなどの大規模土木工事に伴うボーリン

グ調査などが広く行われているが，これも一部を除き，

浅部のみの情報を与えるに過ぎない。

当該地域の従来の探査では，陸上探査と海上探査は別

個に行われてきた。そのため探査仕様の違い，海陸境界

部でのデータの空白，またそれ以上に反射法探査の数が

そもそも極端に少ないこと，などの理由により，本断層

系ならびにその周辺地域の統一的な理解を得るには到っ

ていない。特に，当該地域の海陸境界部には断層の存在

が想定されるところが多いため，海と陸を接合する探査

を行うことが必要である。またこれら探査データを接合

した反射法処理断面を得ることが重要となる。従って本

研究は，当該地域の陸域・海陸境界部・海域にまたがっ

た連続的な，また互いに交差する測線に沿って，統一的

な反射法弾性波探査を実施し，地下数kmまでの深部
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構造を広域的に解明することを目的としている。

当地域では兵庫県，神戸市，大学などの他機関もほぼ

同時期に同様の探査を行うことになっていた。そのため

各機関が連携し，測線の重複を避け，互いに相補うよう

な測線配置とした。これにより，海苔の養殖，漁船操業，

船舶の航路等からくる制約を除いて，全体として効率の

良い測線配置となったと考えられる。これら探査のあと

に海上保安庁水路部も大阪湾内において同様の探査を行

うことになっていたため，測線情報を提供しここでも重

複を避けるよう配慮した。このようにして設定された測

線を第 1図に示す。なお以下の図中ならびに本文中の測

線名に付いている英字L,B, Mはそれぞれ陸域，浅海

域，海域を意味する略号である。また同様に E,W, S, 

Nはそれぞれ東西南北を意味する。

これら測線をいくつかのグループに分け，探査結果を

順次発表して行く予定である。本論文では大阪湾におけ

る探査結果について発表する。既に探査あるいは処理結

果の一部にっいての概報を発表している（横倉ほか，

1996 b; 井川ほか， 1996)が，紙数の関係で，データを

利用する上で必要となる測線。探査・処理等についての

詳細を述べることができなかった。本論文および今後に

予定されている一連の論文（横倉ほか， 1998および準備
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測線インデックスマップ．陸域および浅海域では共通反射点位置(CMP)を，海域測線では発震点位置
(SP)を示す。 GS,TK, HG, KB, HD, NPはそれぞれ地質調査所，東京大学地震研究所，兵庫県，神
戸市，海上保安庁水路部，動力炉・核燃料開発事業団の測線であることを示す。
Index map of survey lines. Common-mid points(CMP) and shot points(SP) are shown for the land and 
bay survey lines and for marine ones, respectively. GS, TK, HG, KB, HD, and NP are abbreviations 
for Geological Survey of Japan, University of Tokyo, Hyogo Prefecture, Kobe City, Hydrographical 
Department, and Power Reactor and Nuclear Fuel Development Corporation, respectively. 
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中）では，探査結果，それに基づく解釈，得られた基盤

構造，新知見の呈示が大きな目的であるのはもちろんで

あるが，それ以外にもこれら探査結果が広く利用可能と

なるよう，上記の測線。探査。処理の詳細を記述し，か

つ可能なかぎり大きな断面図を呈示することも目的のひ

とつとしている。

2. 大阪湾周辺の概要

当地域の基盤構造は，北から丹波帯（中＿古生界堆積岩

類），領家帯（白亜系片麻状花尚岩類），和泉帯（上部白亜

系堆積岩類），中央構造線をはさんで三波川帯（ジュラ＿

白亜系結晶片岩）からなる帯状配列を基本としている。

この帯状配列は，後期白亜紀の酸性火山活動，その後の

花岡岩の貫入，さらには新規の造構造活動により大きく

擾乱をうけた。その結果として複雑な地質構造を呈する

にいたった。六甲山塊や淡路島は現在も隆起を続け，大

阪湾は沈降を続けている。これら隆起域にはおもに後期

白亜紀の花尚岩類，白亜紀の酸性破砕岩類が露出し，ま

た部分的に神戸層群と岩屋累層により覆われている。神

戸層群と岩屋累層は従来中新統とされてきたが，最近の

研究では神戸層群は古第三系とされている（尾崎。松浦，

1988; 尾崎ほか， 1996)。神戸層群はおもに隆起域の北

西側に，また一部大阪湾側に取り残されたように分布し

ている。岩屋累層は淡路島の一部に分布している。大阪

湾およびその周辺域には鮮新＿更新統の大阪層群が堆積

し，その上を更新統，完新統の堆積物が覆っている。大

阪湾の中心部では大阪層群の層厚は 3000mを超える。

大阪層群およびその上位の堆積物中には Ma-1,Ma 0, 

Ma 1, ・・・, Ma 12と名付けられた顕著な海成粘土層が含

まれ，各種の広域テフラとともに，当地域全体の地層対

比を行う上で大きな役割を果たしている。

第1図に示した探査域は上記の丹波帯の南部から三波

川帯の北部におよんでいるが，その主体は領家帯内にあ

る。海域探査全体は第1図に示したように，大阪湾内の

西宮市，神戸市，明石市沖から淡路島東岸沖にかけての

海域と播磨灘東部の淡路島北部西岸沖海域および友ヶ島

水道から紀伊水道に及ぶ測線からなる。本論文ではこれ

らの測線のうち，第2図に示した大阪湾周辺における探

査結果を呈示する。

大阪湾は北東—南西方向に長軸を持つきれいな楕円形

の沈降部であり，その北西側を限る六甲・淡路という隆

起域との対比は著しく，構造的にきわめて興味のあると

ころである（藤田， 1966).隆起域の調査は古くから数多

く行われてきており，その集大成として例えば，藤田。

笠間(1982,1983), 藤田・前田(1984,1985), 市原ほか

(1986), 水野ほか(1990),高橋ほか(1992),宮田ほか

(1993)などの地域地質研究報告(5万分の 1図幅）がある。

沈降域の調査は困難を伴うため容易には行われなかった

が，スパーカーを利用した音波探査により（伊崎・金子，

1960; 早川ほか， 1964;藤田。鎌田， 1964;藤田，

1966), 表層に関する多くの知見が得られるようになっ

た。また最近では海上保安庁水路部により，高密度のス

パーカー調査が行われ，大阪湾内の断層分布図も描かれ

るようになった（海上保安庁水路部， 1995;岩淵ほか，

1995)。しかしこれらは表層 100m程度までの情報を与

えるに過ぎず，基盤構造に関する情報は少ない。

基盤構造を目指したものとしては，鳥海ほか(1990)や

香川ほか(1990)の発破観測による地下構造の研究がある。

しかしこれはいずれも大阪平野部のデータである。この

ように大阪湾の深部構造に関する知識はきわめて少な

かったが，最近行われた岩崎ほか(1994)の反射法探査に

よって多くのことが明らかにされた。これによれば，大

阪湾内の基盤は西北に傾く単斜構造を基調とし，この上

位には粘土層と砂礫層との互層からなる厚い堆積物が分

布する。また淡路島寄りの海底に新たに落差 1kmに達

する逆断層が発見され，大阪湾断層と名付けられた。本

研究では，この大阪湾断層の連続性，陸域断層の海への

延長の有無，新たな断層の有無，詳細な大阪湾の基盤構

造の解明を目指している。

当地域の堆積物の主部をなすのは鮮新—更新統の大阪

層群である。上述のように大阪層群には多くの特徴的な

海成粘土層や火山灰が挟在されており，地層の対比が容

易である。大阪層群の海成粘土層は下から Ma-1,

Ma 0, Ma 1, …, MalOと名付けられている。大阪市港

区で実施された深部ボーリングOD-1では完新統までを

含めると， MaOから Ma12までの海成粘土層が同定さ

れ（例えばIkebeet al. (1970)), その後Ma-1が追加さ

れた。 OD-1は大阪港周辺の標準的な層序を示すものと

考えられている。最近行われた東灘の 1500mボーリン

グでもこれらの海成粘土層がすべて同定されている（衣

笠。水野， 1996;小林ほか， 1996)。また神戸層群が東

灘ボーリングでは認められていないため，大阪湾直下に

は分布していない可能性がある。これらの情報をもとに，

ボーリング孔に近接する測線から順次指標となり得る反

射面を同定できれば，そのおよその年代を決定すること

が可能となる。

大阪層群の区分については異なった 2つの見解があり

（たとえば，藤田。笠間(1983)と市原ほか(1986)との違

い），地質学を専門としない者にとっては混乱の元とな

る。以下では極力，上。下。最下部層，上・中。下部亜

層群等の区分を使用せず，対比できた海成粘土層の名称

を使用して議論するつもりである。区分を使用する必要

がある場合は，最近松浦ほか(1997)が大阪湾周辺地質図

のデイジタル化に際して使用した上部層。中部層。下部

層という区分を用いることにする。
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Fig. 2 Detailed map of marine survey lines. As for line names, see the explanation in Fig. 1. Maps: 1/200,000 scale 
regional maps "Kyoto and Osaka", "Wakayama", "Himeji" and "Tokushima" published by Geographical 
Survey Institute. 
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大阪湾における反射法深部構造探査（横倉 ほか）

3. 反射法探査測線

大阪湾内の海域測線は以下の 6測線である。各測線の

第 1発震点と最終発震点の座標を第1表に示す。

測線GS-2M

芦屋市の陸域および浅海域測線GS-2L, GS-2 B (尼

崎西宮芦屋港内）に接続する南北測線であり，中間で

GS-7測線と，南端で岩崎ほか(1994)の既存測線A(OD-

A)と交差する。測線長は約 10kmである。測定は南か

ら陸に向かって北上しながら実施した。次節で述べるよ

うに，ケーブル深度は通常 10mであるが，尼崎西宮芦

屋港内では水深が浅いためケーブル深度を 6-8mとし

た。

測線GS-5M

神戸港内から和田岬沖へと続く浅海域測線GS-5Bに

接続する測線である。測線長が約9kmの南北測線であ

る。北端部でGS-7と，中間部でGS-11と交差する。

神戸港内での作業は，一般船舶の少ない日曜日のみに制

限されたため，測線を分割し 2日にわたって探査を実施

した。測定は南から陸に向かって北上しながら実施した。

測線GS-7

明石海峡東部から尼崎西宮芦屋港沖に至るWSW-

ENE方向の測線で，測線長は約 24kmである。東端で

GS-2Mと，中間部でGS-5Mと交差する。明石海峡

付近においても，作業が日曜日のみに限定されたため，

第1表測線の第1発震点。最終発震点の座標。

Table 1 Coordinates of the first and last shot 
points for each survey line. 

測線名 SP 緯度 (N) 経度 (E)

GS-2M 504 34°36'04. 65" 135°18'37. 71" 

910 34°41'33. 8611 135°18'39. 27" 

GS-SM 158 34°38'27.83" 135°11'14.44" 

521 34°33, 33. 32" 1 3 5°11 , 2 2. 77" 

GS-7 1 34°36; 43. 28;; 135°03, 26. 85" 

961 34°39, 14. 92" 135°18; 48. 43" 

GS-8ME 2020 34°33, 26. 67" 1 3 5°01 , 2 6. 91 " 

2800 34°28 / 57. 9711 135°12 / 59. 2611 

GS-11 1 34°36'21.23" 135°11'48.77" 

1401 34°23, 27. 68" 134°55'03. 87" 

GS-12 1 34°27'24. 08" 134°57'51.11" 

1481 34°07/ 20. 86// 134°57'42. 24" 

測線を分割し， 2日にわたって探査を実施した。測定は

西側では西に向かって，東側では東に向かって実施した．

航路と平行しているため航行船のノイズがやや大きかっ

た。

測線GS-8ME

淡路島北端部をほぼWNW-ESE方向に横断するGS-

8測線のうち，淡路島東側の海域部を占める測線である。

淡路島東浦町沖から関西国際空港沖へと続く．測線長は

約 20kmである。中間部でGS-11と，東端で測線OD-

Aに接続する。測定は沖から淡路島に向かって実施し

た。

測線GS-11

淡路島東岸の安乎町沖から神戸市沖に至る NE-SW

方向の測線である。測線長は約 35kmで， GS-5M, 

GS-8 ME. GS-12と交差する。測線長が大きいため，

測線を分割し 2日にわたって探査を実施した。測定は北

から南に向かって実施した。

測線GS-12

淡路島津名町沖から友ヶ島水道を経て紀伊水道に至る~

南北測線である。測線長は約37kmで，北端部でGS-

11と交差する。北端から南に向かって測定を実施した

が，友ヶ島水道付近で強い追潮となりケーブル深度が大

きくなり過ぎたため作業を中断し，日を改めて測線南端

から北に向かって測定を実施した。

4. 探査仕様

エアガンおよびストリーマーケーブルを船尾から曳航

しながらデータ取得を実施した。エアガンは約25mご

とに発震し，ストリーマーケーブルには 12.5m間隔の

ものを 48チャンネル分使用した。データは船上に装備

したデジタル探鉱器で記録した。エアガンは深度 6m

に，ストリーマーケーブルは平均 10mの深度で曳航し

た。測定ジオメトリを第 3図に示す。深部構造を対象と

するためにはできうる限り長大なストリーマーケーブル

を使用することが望ましい。しかし本地域は日本でも有

数の船舶の往来の激しいところであり，ケーブル長は約

700mに制限された。

本探査での位置決定には，陸上に基点を設けたディ

ファレンシャルGPS電波測位システムを使用した。船

上で受信した GPS測地情報を基点から無線で送られる

データにより補正し，リアルタイムで正確な船位を決め，

これにより観測船の誘導を行うとともにエアガン発震位

置（以下SPと記す）を決定した。基点は淡路島の東浦と

六甲の摩耶山においた。また探査にあたって，通常 4隻

の警戒船を配置したが，明石海峡付近では警戒船を 5隻

とした。第 1,2図および第 1表の発震点位置は実際の

エアガンの位置に補正してある．

以下に各測線の探査仕様の詳細を列挙する。
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［震源］

ェアガン容量

ェアガン圧力

発震深度

発震点間隔

発震点数

500+200 in3 [GI type] 

（約11リットル： 1.lX 10-2面）

1800 psi (約120気圧： 1.2 X 107Pa) 

6m 

25m 

407 : GS-2 M (SP. 504-910) 

397 : GS-5 M (SP. 158-521) 

981 : GS-7 (SP. 1-961) 

781 : GS-8 ME (SP. 2020-2800) 

1421 : GS-11 (SP. 1-1401) 

1798 : GS-12 (SP. 1-1481) 

（実際の発震点数がSP数よりも多いのは，「反射法探査

測線」の項に述べた分割測線を接合するため，重複して

発震したからである。）

［受振ケーブル］

チャンネル数

受振器間隔

ケーブル深度

ケーブル長

［レコーディング］

探鉱機

フォーマット

48 

12.5m 

10m: 標準

6 m: GS-2 M (SP. 830-910) 

8 m: GS-2 M (SP. 504-829) 

600m 

DFS-Vシステム

SEG-B 

サンプリング間隔

記録長

標準重合数

極性

ゲインモード

プリアンプゲイン

フィルター

5. 

2.0ms 

8. 0 sec 

24 
．． 

compress10n positive 

IFP 

36 dB 

ローカット：

ハイカット：

8 Hz/18 dB/ oct 

128 Hz/70 dB/ oct 

反射法データ処理

海域データの処理は第4図に示されるような流れに

従って実施した。以下に各処理について述べる。

(1)データ編集

同一時間で編集されたマルチプレックスフォーマット

(SEG-B)からトレース単位の SEG-Yフォーマットヘの

変換を行なった。さらに，原データはコンプレッション

がポジティブで記録されているため正負の極性を反転さ

せた。

(2)TB補正，ェアガン深度補正およびケーブル深度補

正

探鉱機のタイムブレーク(TB)は発震時刻より 15ms

早くなっているため，発震時間の補正として一15msを

適用した。さらに，ェアガン深度(6m)とケーブル深度

（約10m)の補正として+llmsを適用した。

(3)CMP編集

測定配置図および測量データをもとに CMP編集を実
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Format Conversion 

Trace Edit 

TB Correction,Gun & Cable Depth Correction 

Geometry Application to Trace Header 

CMP sorting 

First Break Mute 

Gain Recovery 

Whitening Deconvolution 

Trace Scaling 

NMO Correction 

Outside Mute 

CMP Stack 

Predictive Deconvolution 

Generation of Geometry 

Information Tables 

Velocity Analysis 

Generation of Velocity Profile 

FK Migration 

Space & Time Variant Filter 

Trace Scaling 

Depth Conversion 

Filtered Stack Section [ I Migrated Time Section I ~ 三ニ
第4図 海域反射法データ処理フロー．

Fig. 4 Data processing flow for marine seismic data. 

施した。 CMP間隔は 12.5mとした。標準重合数は 24

重合である。分割して実施した GS-5M, 7, 11, 12測

線は CMP編集時に 1本の測線に編集した。

(4)振幅回復

幾何減衰を補償するために，以下の指数関数G(t)を適

用した。係数 a,/3, y, Nは振幅減衰解析結果をもと

に決定した。

logG(t)=log(atN十o/)-2Q(tN + /3) 
(5)デコンボリューション

テストの結果オペレーター長 340ms, ウィンドー長

3000 msのホワイトニングデコンボリューションを実施

した。

(6)振幅調整

ウィンドー長 800msのAGCにより振幅を調整した。

(7)速度解析

定速度重合法により速度解析を行ない，測線ごとに速

度プロファイルを作成した。解析は標準 1km間隔で実

施し，構造変化の大きい部分で解析を追加した。速度解

析の結果は Appendixに示されている。

(8)NMO補正およびミュート

上記速度解析により求まった速度関数を用いて NMO

補正を実施した。その後，初動付近の波形歪の大きな部

分をミュートにより除去した。

(9)CMP重合

標準 24重合の CMP重合を行なった。

(10)重合後デコンボリューション

重合後のデータにオペレーター長 400ms, ウィン

ドー長 3000ms, 予測距離 12msのプレディクティブ・

デコンボリューションを実施した。

(ll)FKマイグレーション

周波数—波数領域での時間マイグレーションを実施し

た。マイグレーション速度は速度解析結果を水平方向に
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平滑化したものを使用した。実際に使用したマイグレー

ション速度はテストの結果，この速度値を 90%にした

ものを使用した。

(12)バンドパスフィルター

CMP重合後およびFKマイグレーション後のそれぞ

れの記録に対し，オペレーター長280msecで， 4-70

Hz, 4-60 Hz, 4-50 Hz, 4-40 Hzという 4種類の周波

数レンジのバンドパスフィルターを，時間が大きくなる

につれて狭帯域になるようにして適用した。各フィル

ターの境界は構造変化に対応させながら水平方向にも変

化させた。基盤付近で4-50Hzのバンドパスフィル

ターを適用した。

(13)深度変換

時間マイグレーション後の記録に対し，マイグレー

ション速度（速度解析結果を水平方向に平滑化した速度）

を用いて深度に変換した。

6. 反射法データ処理結果のおもな特徴と解釈

本探査では，前述のようにケーブル長約 700mとい

う短いストリーマーを使用しているため，基盤などのよ

うに比較的深い部分では一般に反射波と多重反射波の分

離がむずかしく，断面上で多重反射波が顕著な部分もあ

る。海水面と海底間からの多重反射波に代表される比較

的短周期のものは，かなりの部分が重合後のデコンボ

リューションによって除去され，大阪層群中の層理面や

不整合面および基盤境界が明瞭に識別できるようになっ

た。

P波速度について見ると，浅部から深部に向かって

1.6 km/sから徐々に増加し，基盤面直上で，深度にも

よるが， 2.5-3.5km/s程度を示し，典型的な大阪層群

の速度分布を示していると考えられる（鳥海ほか，

1990 ; 香川ほか， 1990)。基盤岩の速度は反射法では一

般に求めることができないが，爆破地震等の情報を参考

にしてここでは 4.5-5.0km/sを仮定している。

各測線とも基盤上位の堆積層の分布と断層およびそれ

に伴う撓曲等が明瞭に分かる。基盤の判定は，

1)強振幅で， 5-20Hzの低周波成分が卓越し， 10-40

Hzの周波数成分を持つ上位の大阪層群の反射波ときわ

だった違いがあること。

2)上位の成層構造を持つ堆積層が起伏のある基盤境界を

反映した反射面に対しアバットしていること。

3)上位の堆積層が比較的に平坦な基盤反射面に対しダウ

ンラップしていること。

などにより，探査域のほぼ全域で可能である。

また東灘で掘削された 1500mボーリングの結果なら

びにそこで実施された VSP,反射法探査（衣笠。水野，

1996; 小林ほか， 1996)と本反射法探査結果との対比も

行った。第1図に見られるように，関係諸機関の海域部

測線はすべてどこかで交差するように設定されているた

め，東灘ボーリングと接続されている GS-NP測線を介

して，すべての測線において特徴的な反射面を追跡する

ことができる。大阪層群の海成粘土層のうち， Ma-1,

Ma 3, Ma 6, Ma 10はその直下に振幅の大きい反射面

が存在していることにより，各測線にわたって追跡可能

であった（横倉ほか， 1998)。

上記の処理結果のうち時間マイグレーション断面，深

度断面，解釈図を以下に示す。時間断面は縦横比がほぼ

2対 1となるように表示した（正確には速度が2.5km/s 

のときに 2対 1となる）．深度断面は縦横比が2対 1と

なるように表示した。

以下の議論では， 「逆断層」という言葉を多用してい

る。当地域は東西圧縮応力により形成された様々な走向

を有する断層が存在しており，ほとんどが横ずれおよび

縦ずれの両方の成分を有している。 2次元反射法からは

横ずれ成分の議論はできないため，以下では断面上に見

えるままの「逆断層」という言葉を便宜上使用する。し

かし実態は，野島断層で見られたように，横ずれ成分が

卓越する断層が多いものと考えられる。

測線GS-2M

GS-2Mの時間マイグレーション断面と深度断面をそ

れぞれ第 5 図(a) と第 6 図(a) に示す。基盤は陸域—浅海域

測線GS-2(横倉ほか， 1996b, 1998)から緩やかに深く

なり，およそ 2.0秒（約2200m)まで達する。その上位

の大阪層群も緩やかに層厚を増していく。この間の SP.

780とSP.660付近の基盤に小さな逆断層が存在し，直

上の堆積層にゆるい撓曲構造を引き起こしているが，そ

れ以外に顕著な断層は存在しない.Ma 10は北端の約

0.2秒（約 160m)から南端の約0.35秒（約260m)へと緩

やかに層厚を増す。同様に Ma6, Ma 3, Ma-1もそれ

ぞれ0.4秒(320m)から 0.55秒(450m)付近へ， 0.55秒

(470 m)から 0.7秒(610m)付近へ， 0.8秒(690m)から

0.95秒(860m)付近へと層厚を増す。解釈図を第 7図(a)

に示す。

測線GS-5M

GS-5Mの時間マイグレーション断面と深度断面をそ

れぞれ第 5図(b)と第 6図(b)に示す。この測線で最も顕

著なものは， SP.280-310の逆断層である。これは大阪

湾断層の延長であると考えられる。落差は往復走時で約

0.6 s(約1km程度に相当）である。測線GS-5MとGS-

7の交点付近(SP.220)に基盤の盛り上がりが存在する。

南半部でMa10, Ma 6, Ma 3, Ma-1, 基盤はそれぞ

れ約 0.45秒(380m), 0. 7秒(600m), 0. 9秒(800m), 

1.2秒(1120m), 2. 3秒(2700m)付近に存在する。大阪

湾断層以北の基盤盛り上がり部では浅くなりそれぞれ

0.2秒， 0.3秒， 0.45秒， 0.55秒， 1.5秒付近に存在す

る。解釈図を第 7図(b)に示す。

測線GS-7
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大阪湾における反射法深部構造探査（横倉 ほか）

GS-7の時間マイグレーション断面と深度断面をそれ

ぞれ第5図(c)と第6図(c)に示す。明石海峡入口の，基

盤が急激にその傾斜を増す CMP.20付近はちょうど須

磨断層の延長に相当する.SP. 130, SP. 200, SP. 410, 

SP. 460-500, SP. 640-670, SP. 740付近に東落ちの断

層が，また SP.550付近に西落ちの断層が存在する。

SP. 460-500の断層が，大阪湾断層から分岐した和田岬

断層に相当する。また SP.640-670, SP. 7 40が大阪湾

断層の東方への分岐に相当する。一部を除きこれら断層

は浅部まで達していないが，上位の堆積層の浅所にまで

これらの断層は撓曲を引き起こしている。基盤は東に向

かい，須磨沖で急激に深まり約 1.0秒(1500m)程度まで

達する。その後凹凸を繰り返しながら徐々に深くなり，

大阪湾断層延長部の東で最深の約2.1秒(2400m)に達す

る。その後緩やかに浅くなり東端で約 1.9秒(2000m)と

なる.Ma 10, Ma 6, Ma 3, Ma-1は測線東端でそれ

ぞれ0.3秒(230m), 0. 5秒(400m), 0. 7秒(580m), 

0.95秒(800m)付近にあるが，西へ向かうにつれ撓曲を

繰り返しながら浅くなり，須磨沖の SP.60-70付近で尖

滅する。解釈図を第7図(c)に示す。

測線GS-8ME 

GS-8 MEの時間マイグレーション断面と深度断面を

それぞれ第 5図(d)と第 6図(d)に示す。淡路東岸より約

8km沖合いの地点(SP.2300)に大阪湾断層が存在する。

大阪湾断層はここでは往復走時約0.7秒（約 1200-1300

m程度）の東落ちの基盤落差を示す。また同じく約3

km (SP. 2140), 2 km (SP. 2060)の地点付近に二つの新

たな逆断層が存在することが判明した。約3km地点の

断層は 0.1-0.2秒の西落ちの，また約2km地点の断層

は約0.3秒の東落ちの，基盤落差をそれぞれ示す。ここ

は断層で囲まれた向斜構造となっている。ここでは示し

ていないが，淡路東岸陸上部の花岡岩類露出地域の下位

に，大阪湾からつづく明瞭な基盤と大阪層群の成層構造

が延びている（横倉ほか，準備中）。このことは仮屋断層

がかなり低角の逆断層であることを示している。大阪湾

断層より東側では，基盤に小規模な断層が存在し，直上

の大阪層群にゆるい撓曲を引き起こしているが，全体と

してなだらかに西方へ傾き下がっていく。これは岩崎ほ

か(1994)の測線Bと同様な様相を呈している。 Ma10, 

Ma 6, Ma 3, Ma-1, 基盤は測線東端でそれぞれ0.35

秒(260m), 0.5秒(400m), 0.6秒(500m), 0. 85秒

(750 m), 1. 8秒(2200m)付近に，大阪湾断層の東方の

最深部でそれぞれ0.5秒(400m), 0. 7秒(630m), 0. 9 

秒(810m), 1.2秒(1150m), 2. 4秒(3400m)付近に，断

層西方ではそれぞれ0.25秒(200m), 0. 35秒(290m), 

0.45秒(360m), 0.6秒(520m), 1. 6秒(1850m)付近に

存在する。解釈図を第 7図(d)に示す。

測線GS-11

GS-11の時間マイグレーション断面と深度断面をそ

れぞれ第5図(e)と第6図(e)に示す。この測線は他の多

くの測線を結び付ける重要な測線である。ただし様々な

探査上の制約のため，主要な断層と斜交する方向に探査

が行われた。そのため断層での回折波がマイグレーショ

ンにより十分抑制されないなどの理由により，解釈がむ

ずかしい面もある。しかし測線と断層が斜交する場合見

られる基盤の二重性（横倉ほか， 1996b)などを考慮する

ことにより，解釈が可能となる。 SP.400-470付近で浅

部にまで達している逆断層が大阪湾断層である。その下

位の基盤周辺では一部に基盤が三重に見えている。また

基盤の落差はここでも約0.7 s程度である。 SP.

910-1020の逆断層で囲まれた部分は，測線GS-8ME

に見られた向斜状の構造の南方延長であると考えられる．

そのほか，淡路島中部の東方沖には多くの断層が存在す

る。ただしその連続性は不明である。特に津名町の東方

に，逆断層で囲まれた堆積盆が存在する。 Ma10, 

Ma 6, Ma 3, Ma-1, 基盤は測線東部ではほぼ一定で

それぞれ0.5秒(400m),0.7秒(650m), 0. 95秒(900m), 

1.25秒(1200m), 2. 3秒(2900m)付近に，大阪湾断層部

を経て浅くなり，測線中央部SP.750でそれぞれ0.3秒

(250 m), 0. 4秒(310m),0.5秒(410m), 0. 75秒(660

m), 1. 7秒(1900m)に， SP.1210付近でやや深くなりそ

れぞれ0.4秒(300m), 0. 55秒(450m), 0. 65秒(580

m), 0. 95秒(900m), 1. 85秒(2350m)付近に存在し，淡

路島に向かうにつれ緩やかに浅くなる。解釈図を第7図

(e)に示す。

測線GS-12

GS-12の時間マイグレーション断面と深度断面をそ

れぞれ第5図(f)と第6図(f)に示す。友ヶ島水道に向かっ

て，いくつかの逆断層により大阪湾の基盤深度は急激に

浅くなる．それにともない大阪層群の上層部は急激に尖

滅していく。 Ma10, Ma 6, Ma 3, Ma-1, 基盤は測線

北端でそれぞれ0.4秒(300m), 0. 5秒(450m), 0. 65秒

(600 m), 0. 95秒(950m), 1. 95秒(2100m)付近にあるが，

南に向かって浅くなり， SP.380付近でMa10(おそら

< Ma6も）が；また SP.470付近でMa-1がそれぞれ
尖滅する。また SP.510付近より南では，北側に分布す

る花岡岩質と思われる基盤とは反射の様相が異なり，こ

こを境に基盤岩が変化している可能性がある。紀淡海峡

南部に中央構造線が明瞭に認められる。しかし海峡部海

底地形や断層構造などに起因する様々なノイズを十分に

抑制しきれていないため，その深部構造はそれほど明ら

かではない。従って中央構造線の深部が高角であるか低

角であるかは現在のところ不明である。今後詳しい処理

を行う必要がある。また中央構造線のすぐ北側に和泉層

群の向斜構造が認められる。一方中央構造線の南側には

顕著な断層は存在しないが，約0.5秒付近を境に傾斜不

整合が存在する。この上側の地層はおそらく大阪層群上

部層相当層の一部から完新統までを含むものと考えられ
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る。また下側の地層は大阪層群下部層相当層であると考

えられる。解釈図を第7図(f)に示す。

7. 考察

以上の結果に基づいて，当地域で想定されるいくつか

の問題について，ここで考察を加える。

大阪湾断層の延長問題

断面上には多くの断層が認められるが，ここでは大阪

湾断層の連続性について簡単にまとめる。海上保安庁水

路部のスパーカー調査の結果（海上保安庁水路部，

1995; 岩淵ほか， 1995)によれば，この断層は少なくと

も，和田岬方面と六甲アイランド南西端方面へと分岐し

て続いていくと推定されている。これら調査結果ば浅部

の撓曲構造のみに基づいたものであるが，今回の深部反

射法の探査結果はこのことをさらに裏付けるものとなっ

た。大阪湾断層は，岩崎ほか(1994)の測線Bから，東

大地震研究所測線TK-1(平田ほか， 1996; 津村ほか，

1996), 測線GS-11。GS-8ME, 兵庫県測線HG-1-1

M・HG-1-2 M(藤田， 1996;横倉ほか， 1996a), 測線

GS-5 M, 神戸市測線KB-1・KB-2(神戸市， 1995),測

線GS-7,兵庫県測線HG-2(藤田， 1996;横倉ほか，

1996 a)などに認められる。測線HG-1」M以南ではい

ずれも基盤落差は 1km内外と大きいが，和田岬南方約

5kmでは往復走時にして約0.6秒（約900m)程度，

ポートアイランド（二期工事部分）南端付近で約0.4秒

（約600m)程度，ポートアイランドと六甲アイランドの

中間付近で約0.1-0. 2 s (約150-300m)となる.GS-7と

HG-2の中間で断層の存在を示すものとしては，ボーリ

ング資料（藤田・前田， 1984)がある。このように大阪湾

断層は北に向かって，徐々に基盤落差が小さくなる。ま

た和田岬方面への分岐については別途述べる予定である

（横倉ほか， 1998)。

南方に向かっては，水路部測線HD-3(岩淵ほか，

1997)までは少なくとも続いている。海底重力探査の結

果（駒澤ほか， 1996)を参照すると， HD-3M以南で尖

滅しているとも考えられるが，岩淵ほか(1997)は測線

HD-4以南へと続いていると考えており，途中のデータ

がないため明らかではない。

第 8図に，以上のことを総合して，大阪湾断層および

その他の断層の基盤部分における連続性の推定図を示す。

図の作成にあたっては，岩崎ほか(1994),東大地震研測

線（平田ほか， 1996;津村ほか， 1996),兵庫県測線（藤

田， 1996: 横倉ほか， 1996a), 神戸市測線（神戸市，

1995), 水路部測線（岩淵ほか， 1997)や公表されている

資料を参考にした。また神戸・芦屋市街および港湾部に

ついては，横倉ほか(1998)に詳述する。大阪湾断層より

も東側の断層は小規模であり，また古いものと考えられ

る。大阪湾断層以西には多くの断層が存在するが，これ

らのほとんどは変位の累積性を示し，基盤での段差に比

して上位へ行くほどその段差が減じていく。海底付近ま

で断層が達していない場合でも，多くは撓曲構造を示し

ている。したがって多くの断層が活断層であると考えら

れる。また前述のように，反射法では基盤の垂直方向の

変位量は良く分かるが，水平方向の変位量は一般に分か

らない。しかし当地域周辺では横ずれ成分が卓越するた

め，垂直変位量が小さいことがただちに活動量の低いこ

とを意味するわけではない， ということを強調しておき

たい。

大阪湾断層の活動史

次に大阪湾断層の活動史について考える。先に述べた

ように，東灘で掘削された 1500mボーリングの結果な

らびにそこで実施された VSP,反射法探査（衣笠。水野，

1996; 小林ほか， 1996)のデータから，第1図のGS-NP

測線を介して，すべての測線において， Ma-1,Ma 3, 

Ma 6, Ma 10の海成粘土層を同定した。これらの海成

粘土層と年代の知られている火山灰との層位関係をもと

に，およその年代を決定することが可能である。断層を

はさんだ同一層準の埋没深度を比較することにより，断

層の活動史すなわち変位速度（鉛直成分）の時間変化を追

跡できる。

市原ほか(1986)によれば， Ma-1は下位イエロー火山

灰(1.06Ma)の下位にあり，千石橋III火山灰(1.24Ma) 

の上位にある。そのためここでは Ma-1の年代を 1.1

Maと仮定した。 Ma3は大阪層群の中で最も有名なア

ズキ火山灰(0.87Ma)をはさんでいるため，ここでは年

代を 0.87Maとした（早川， 1995)。Ma6は0.54Ma 

という年代（早川， 1995)を持つサクラ火山灰の下位にあ

り，八丁池火山灰の上位にある。後者の年代が不明であ

るが，ここでは Ma6の年代を 0.6Maと仮定した。水

野。吉川(1991)によれば， MalOの上位および下位に

あるとされる八田火山灰，和田火山灰はともに約0.3

Maの年代を持つので， MalOの年代をここでは 0.3

Maとした。これらの年代に対する，断層の両側の埋没

深度と断層の変位をまとめたものが，第9図である。変

位を求める時には堆積間隙。地層削剥を考慮すべきであ

るが，データがないため，ここでは無視した。さらに圧

密により層厚が変化していると考えられるが，厳密な補

正ができないためここでは無視した。従って以下の結果

は第1近似の議論である。また大阪層群の底部に関して

は，年代が場所により異なるはずであるし，深度の精度

も悪いが，全体の傾向を見るための参考として，ここで

は年代をすべて 3Maと仮定して図示している。

これらから大阪湾断層は最近lMaの間に 0.5-0.6

m/kyという平均変位速度を有していることが分かる。

深部の年代の不確かさから確定的には言えないが， GS-

8では大阪層群の堆積初期からほぼ一定の変位速度を有
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第8図 大阪湾における基盤上の断層分布図.A: 大阪湾断層。実線：鉛直落差100m以上の断層．破線：鉛直落差100m
末満の断層．点線：想定される大阪湾断層の延長部。ケバ：断層の沈降側。国土地理院の 1/200,000地勢図「京都
及大阪」，「和歌山」，「姫路」，「徳島」を使用．

Fig. 8 Fault distribution at the basement in the Osaka Bay area. A: Osaka-wan Fault. Solid line: faults with vertical 
displacements greater than 100m. Dashed line: faults with vertical displacements are less than 100m. Dotted 
line: possible extension of the Osaka-wan Fault. Ticks: subsiding side of a fault. Maps: 1/200,000 scale regional 
maps "Kyoto and Osaka", "Wakayama", "Himeji" and "Tokushima" published by Geographical Survey 
Institute. 



大阪湾における反射法深部構造探査（横倉 ほか）
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していた可能性がある。これとは別に GS-5,GS-11で

は，およそ lMa前後に断層活動が活発になったらしい

ことが分かる。北部へ分岐している和田岬断層で0.24

m/ky, 東方への 2分岐ではあわせて 0.22m/kyと小さ

くなる。しかしこの 3者を併せると 0.46m/kyとなり，

大阪湾中心部での値と近くなるのは興味深い。

ここで注意しなければならないのは，これはあくまで

も鉛直方向のみの変位速度であるということである。大

阪湾断層あるいはその分岐断層は，断面上で「逆断層」

を呈している。しかし大阪湾周辺は東西圧縮の応力場に

支配されており，大阪湾断層の走向を考慮すると，水平

成分が卓越していると考えられる。兵庫県南部地震の際

に地表での変位が確認された野島断層と同様，右ずれが

卓越していると考えるべきであろう。段丘面の対比によ

れば，野島断層の平均変位速度は鉛直方向に 0.4-0.5

m/ky, 右ずれ方向に 0.9-1.0m/kyとされており（水野

ほか， 1990),右ずれ成分が約 2倍となっている。また

兵庫県南部地震時にも，右ずれが卓越し，やはり右ずれ

成分が約 2倍となる変位分布が得られている（粟田ほか，

1996)。このことからすれば，大阪湾断層も lm/ky程

度の右ずれの変位速度成分を有するものと考えられる。

したがって大阪湾断層は（少なくともその一部は）A級に

相当する活動度（活断層研究会， 1991)を有する断層であ

ると言ってよいであろう。またその総延長は 40kmに

も達するかもしれない，長大な断層（あるいは断層帯）

である。最近杉山。寒川(1996),杉山(1997)が示した上

町断層の総延長に匹敵するものである。今後，大阪湾断

層の最新活動期，あるいはセグメント構造などを特定す

ることが，当地域周辺の地震防災にとって重要な課題と

なると考えられる。

大阪湾の基盤構造

先にも述べたように当地域の基盤からの反射波は強振

幅であり，低周波成分が卓越することから。比較的容易

に同定可能である。それに基づいて推定した基盤の形状

を第10図に示す。基盤構造は大略的には大阪湾中央部

を沈降域とする盆状構造をしているが，大阪湾中央部や

や西よりに北東—南西走向で発達する大阪湾断層の東側

で最深となる。最深部では深度3000mを越える。大阪

湾断層の東側には断層が少なく，基盤が比較的に平坦で，

緩やかに北西に傾斜している。大阪湾断層の西側では，

淡路島に向かいいくつかの逆断層により切られながらも

徐々に上昇する。さらに淡路島沿岸で急激に上昇し，淡

路島においては陸上に露出するようになる。これらの断

層はすべて大阪湾断層とほぼ同様の走向を持つ。基盤の

落差の大きい部分は，大阪湾断層周辺ならびに淡路島東

岸にある。特に大阪湾断層では大きいところで0.7 s程

度（深度差で1200-1300m程度に相当）の落差がある。

また淡路東岸の基盤は沖合いすぐのところで深度約

1500-2000 mに達する。この結果は海底重力計による探

査結果とも整合的である（駒澤ほか， 1996)。大阪湾の南

西部では，津名町東方に断層で囲まれた沈降域が存在す

る。さらに南方へはいくつかの断層により急激に上昇し，

友ヶ島水道付近では海底付近にまで達している。基盤深

度分布のパターンは大局的に藤田(1966)の沖積層層厚分

布図とよく似ており，このことは大阪層群の堆積開始以

後（あるいは少なくとも大阪湾断層の活動の活発になっ

たlMa以後），定性的な断層活動の様式がそれほど変

化していないことを意味するのであろう。

大阪湾南部の基盤が北部と同じ花岡岩質のものである

かどうかは判断がむずかしいところであるが， GS-12

の断面の説明に述べたように，北部の基盤反射面がきわ

めて滑らかなのに対し， SP.510以南の友ヶ島水道周辺

の基盤は凹凸が激しい。したがって南部の基盤は北部と

は異なる可能性がある。淡路島では SP.510のちょうど

西方にあたる部分が和泉層群の北限となっていることか

ら， SP.510以南は和泉層群が基盤として見えていると

解釈することもできる。また別の解釈としては，市原ほ

か(1986)の図幅に見られる泉南流紋岩類に相当するもの

である可能性もある。いずれであるかは別としても，岩

崎ほか(1994)の測線Aの南端部，岩淵ほか(1997)の

HD-4の東半部， HD-6の南端部， HD-7の南半部など

にも，同様の基盤の凹凸を認めることができる。また香

川ほか(1990)は発破観測から， OD-1井より南側の基盤

速度が北側より有意に大きいことを示している。従って

大阪湾の南岸に沿った広い範囲にわたって，北部の花岡

岩類とは異なる基盤が存在する可能性がある。

8. まとめ

以上のことを簡単にまとめると以下のようになる。

。大阪湾の基盤深度は，大阪湾断層の東側で3000mを

超える。

。大阪湾断層以東では，北西に緩やかに傾斜する単斜構

造を呈する。

。大阪湾断層以東では，小規模な古い断層がわずかに存

在するだけであるが，大阪湾断層以西では，多くの逆

断層が存在している。

。大阪湾断層以西の諸断層は，地表近くまで達している

か，あるいは地表付近にまで撓曲を引き起こしている

ことから，多くのものが活断層であると考えられる。

。大阪湾断層は北東方向へ延び，和田岬沖において 3つ

に分岐し，ひとつは和田岬断層に，他は六甲アイラン

ド方面へと続く。

。大阪湾断層は，大阪湾中部において 1000m以上の落

差を有する。六甲アイランド付近より北では，その基

盤落差は小さくなり，大阪層群に大きな変形は与えて

いない。
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第10図 大阪湾の基盤深度図。単位： km。コンター間隔200m。国土地理院の 1/200,000地勢図「京都及大阪」，「和歌
山」，「姫路」，「徳島」を使用．

Fig. 10 Contour map of basement depth in the Osaka Bay area. Unit: km. Contour interval: 200m. Maps: 1/200,000 
scale regional maps "Kyoto and Osaka", "Wakayama", "Himeji" and "Tokushima" published by Geographi-
cal Survey Institute. 
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。大阪湾断層の一部は過去IMaの間0.5-0.6m/kyと

いうほぼ一定の平均変位速度（鉛直成分）を有している。

。大阪湾断層はその総延長が40kmにも及ぶ長大な断

層あるいは断層帯である。

。明石海峡の入口に須磨断層の延長部が認められる。

。淡路島と大阪湾断層との間に，仮屋断層の延長部とニ

つの新しい逆断層が発見された。この新断層により，

淡路島沿いに沈降帯が生じている。

・広域的な応力場は東西圧縮であるため，これら諸断層

は大きな水平成分を有するものと考えられる。特に大

阪湾断層の一部は，水平成分を考慮するとA級の活動
度を有することになる可能性がある。

・淡路島中部の東方沖には多くの断層が存在する。ただ

しその連続性は不明である。

。津名町の東方に，断層で囲まれた小さな堆積盆が存在

する。

・大阪湾の南岸付近の基盤は，北部の花岡岩類とは異な

るものである可能性がある。

。紀淡海峡の南に明瞭な中央構造線(MTL)が認められ

る。

・MTLのすぐ北に和泉層群の向斜構造が認められる．

。MTLの南側には活断層は認められない。

謝辞探査を行うにあたって，兵庫県阪神。淡路大震災

復興本部土木部土木復興局，神戸市震災復興本部総括局，

第 5管区海上保安本部水路部監理課，同。大阪湾海上交

通センター，神戸海上保安部，大阪海上保安部，田辺海

上保安部，東播磨海上保安部，神戸市港湾局管理部，神

戸港航行安全情報センター，大阪湾水先区水先人会，阪

神水先区水先人会，内海水先区水先人会，神戸旅客船協

会，神戸フェリー協議会，兵庫県漁業協同組合連合会，

大阪府漁業協同組合連合会，関係漁業協同組合，などの

多くの機関。団体のご協力を得た。また地質調査所研究

調査官岸本清行氏の丁寧な査読により，原稿の不備が大

いに改善された。上記の皆様に対しここに心からの感謝

の意を表する。
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地質調査所月報 (1998年

VELOCITY FUNCTION FOR LINE GS-7 

第 49巻 第 11号）
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大阪湾における反射法深部構造探査（横倉 ほか）

VELOCITY FUNCTION FOR LINE GS-BME 
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VELOCITY FUNCTION FOR LINE GS-11 
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